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　世界最大容量のインバータツインロータリ

ー圧縮機（15馬力相当）の採用などにより

定格冷却COP（成績係数）6.30（30馬力高

COPタイプ）という高い効率を達成し、エ

ネルギーコスト削減及び省CO2化を実現。全

ての圧縮機とファンモータ、冷温水ポンプに

インバータ制御を採用し、それらを搭載の複

数のモジュールを最適運転する群制御システ

ムを開発して、温度制御の高性能化を実現。

各種建物の省エネだけでなく、温度管理が重

要なファクターとなる多種多用な用途に利用

でき、製造工程の生産性向上や品質安定など

の課題解決にも活用できる。

　等方性を有する高い剛性を実現しながら、

充分な二次加工性を両立したのが環境技術

embrella®である。元々は自動車遮熱板用に

開発した技術だが、薄板化によって使用する

材料が減り製造する際に排出するCO2も削減

される。あらゆる産業でも応用可能な汎用技

術。自動車や輸送機器に採用された場合は軽

量化効果により燃費が向上することで直接的

にCO2を 削減するほか、他の業種でも

embrella®が採用

された製品を輸送

する際には、軽量

化によって同様に

CO2が削減され

る。
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